
 

 

 

 

 

  

 

  ＯＤＦ解析時のＲｐ％評価法 
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７． まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＯＤＦ解析では、極点処理を行った３面以上の極点図から計算が行われます。 

   ＯＤＦに対し、入力極点図とＯＤＦ解析結果からＲｐ％が計算されます。 

  

 Ｒｐ％はｄｅｆｏｃｕｓ不良、異常ピークにより値が大きくなります。 

 通常、β方向の平均値をαの関数とした場合、正常であれば±１．５％以内に収まります。 

  

 以下に、アルミニウム材料を例に、 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正あり 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしをＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

  結果を比較します。 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘのＲｐ％               ｎｅｗＯＤＦのＲｐ％ 

 

 

 このＲｐ％が何を意味するのか？ 

 ODF解析結果の再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし評価します。 



２．測定データ 

 

 

 

３．ｄｅｆｏｃｕｓ 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＬａｂｏＴｅｘの場合 

４．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正処理結果 

 

 

 プロファイルはプラスマイナス１．５％に収まります。 

 

 

正常データです 



４．２ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしでは、極点図の外周に向けて下がり、変動が大きい 

 

修正が必要 



４．３ ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし結果からｄｅｆｏｃｕｓ曲線を計算 

 

 

 

計算によるｄｅｆｏｃｕｓで、極点図の外周に向けて下がりが改善される。 

 

 

修正結果は正常データです 



４．４ ＬａｂｏＴｅｘによる方位密度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ｎｅｗＯＤＦの場合（ＳｍａｒｔＬａｂ） 

５．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正処理結果 

 

  

 

正常データです 



５．２ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

  

  

 

修正が必要 



５．３ ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし結果からｄｅｆｏｃｕｓ曲線を計算 

  

 

 

 

修正結果は正常データです 



５．４ ｎｅｗＯＤＦによる方位密度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの場合 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦではＲｐ％の出力はありません。 

 よって、どの程度のデータ解析であるか、指標はありません。 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアによる評価になります。 

６．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正処理結果 

  

６．２ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

  

 

 

正常データです 

修正が必要 



６．３ ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦによるｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

６．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる方位密度比較 

 

 

 

 

 

修正結果は正常データです 



７． まとめ 

 粒径が細かければ，ｄｅｆｏｃｕｓ補正することでＲｐ％プロファイルは±１．５％以内を示すが、 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしではＲｐ％プロファイルは±１．５％以内にならない。 

 しかし、ＯＤＦ解析結果からｄｅｆｏｃｕｓ補正を行うことで、Ｒｐ％プロファイルは改善される。 

 

粒径が粗い場合、入力極点図の凸凹でＲｐ％プロファイルが±１．５％を大きく外れる事があり 

ODF評価は難しくなります。 

 


